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暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
元
気
に
お
過
ご
し
で
す
か
。
太
陽
の

下
、
島
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
ん

で
い
る
姿
を
見
る
と
、
た
の
も
し
く
感

じ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
周
防
大
島
町
で
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
60
人
で
す
。
本
町
の

子
育
て
家
庭
は
核
家
族
が
多
く
、
地
域

に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
課
で
は
、
お
母
さ
ん
や
お

父
さ
ん
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
す
く
す
く
育
つ

よ
う
に
、
家
庭
訪
問
や
幼
児
健
診
、
育

児
相
談
、
子
育
て
教
室
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
5
月
に
実
施
し
た
離
乳

食
教
室
で
は
、
同
じ
く
ら
い
の
月
齢
の

赤
ち
ゃ
ん
を
も
つ
お
母
さ
ん
た
ち
が
集

ま
り
、
離
乳
食
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
同
士
で
情
報
交
換
や
悩
み
を

共
有
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
良
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
４
月
に
健
康
増
進
課

内
に
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
と
し
て
立
ち

上
げ
た
〝
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
（
オ
ハ
ナ
）〟
も
開
設

し
て
４
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。「
初
め
て

の
子
育
て
な
の
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
く
て
不
安
」、「
子
ど
も
の
体
重
が
増

え
て
い
る
か
心
配
」、「
成
長
や
発
達
は

順
調
か
し
ら
？
」
等
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。
不
安
な
こ
と
や
心
配
な
こ
と

が
あ
る
時
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
い

つ
で
も
気
軽
に
Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
（
☎
７
３

‐
５
５
１
１
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
ご
家
族
の
子

育
て
を
大
切
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
妊
娠
・
出
産
・

　
　
　
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
！

　

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　
　

石
原　

憲
子

　
　
　
（
健
康
増
進
課　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
）

▲相談室
　（落ち着いて相談できるお部屋があります♪）

▲離乳食教室の様子
　（和やかな雰囲気で離乳食を作っています♪）

守りましょう、電波利用の３つのルール
　電波は警察、消防・救急、防災行政無線、放送、携帯電話など、私たちの生活の安心・安全のために
使われています。
　電波を正しく利用するため、次の 3つのルールを守りましょう。
　１　「技適マーク」が付いている無線機器を使用しましょう。
　２　無線機を使うためには、原則、免許が必要です。
　３　外国規格の無線機器は、国内では使用できません。
　※不法無線局の開設や、不法電波で重要な無線通信を妨害することは、電波法に定められた罰則の対
象となります。
　　◆問い合わせ　総務省　中国総合通信局　電波利用環境課　☎０８２（２２２）３３３２


